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最近のヨーロッパ、あるいは EU は、経済と統一通貨ユーロの危機、さらには EU そのものの危
機（この原稿を書いている2013年 1 月時点で、例えば、イギリスの EU からの脱退の可能性が取り
沙汰されている）まで、「危機」という言葉で語られることが多いが、1993年のマーストリヒト条約
の発効により「欧州連合（European Union）」となって以降、EU は、加盟国の拡大と統合の深化を






















































































































































あること、そのための女性の就業率向上が目指されたが、A 村と B 村においては、とくにポマク住
民たちの間で、当初、女性の世帯外の就業に対する抵抗があったという。ある A 村の女性（1940年
代前半生まれ）は次のように語る。






































































































一方、2001年頃からは EU 諸国への出稼ぎが増加する。これには、1999年にブルガリアが EU 加
盟候補国となり、2001年からは加盟国への渡航に際し、ビザが免除されたことが関係している。移
動先で働くには、無論、労働許可が必要であったが、ひとまず観光で入国し仕事を見つけて働く人た


































































































































































































































































































































1995 ``Women in Bulgaria,'' In Family, Women and Employment in Central-Eastern Europe, Barbara +Lobodzins-
ka (ed.), pp.5567, Greenwood Press.
Anthias, Floya and Gabriella Lazaridis (eds.)
2000 Gender and Migration in Southern Europe: Women on the Move, Berg.
Deneva, Neda
2012 ``Transnational Aging Carers: On Transformation of Kinship and Citizenship in the Context of Migration
among Bulgarian Muslims in Spain,'' Social Politics 19(1): 105128.
Dunn, Elizabeth C.
2004 Privatizing Poland: Baby Food, Big Business, and the Remaking of Labor, Cornell University Press.
Hristov, Petko (ed.)
2012 Migration and Identity: Historical, Cultural and Linguistic Dimensions of Mobility in the Balkans, Paradig-
ma.
Passerini, Luisa et al. (eds.)
2007 Women Migrants from East to West: Gender, Mobility and Belonging in Contemporary Europe, Berghahn
Books.
Pine, Frances
2002 ``Retreat to the Household?'' In Postsocialism: Ideals, Ideologies and Practices in Eurasia, C. Hann (ed.),
pp. 95113, Routledge.
Saxonberg, Steven and Tomas Sirovatka





Angelov, Georgi et al.
2011 ``B ²algarska trudova migratsiya: Ima li smis ²al ot ogranicheniya v ES?'' (Policy Brief, 2011.11), Open Soci-























































〈富永〉 中絶は OK なの
〈松前〉 社会主義時代は特に後半期は先ほども言ったように出生率が低いことの方が問題になりまし
たので非合法になっていまして、非合法といっても一応日本と同じように条件を付けての、ルーマニ
アのように完全に非合法というわけではないのですが、かなり厳しい条件のもとで母体を守るとかそ
ういう理由では認められるのですけれども。ただ、根掘り葉掘りいろんなことを聞かれて、とても堪
えられないようなプロセスをたどるそうなのですが、そこについては女性たちがいうにはやっぱり裏
の手というのがあって、それこそ「正式な医師ではなく、民間のそういうところに自分は行った」と
いう話もしています。それで、そういう人がわかって労働キャンプに送られたとか、そういう話があ
ります。もう少しそういった話も聞いてみます。
EU の加盟なんですけれどもひとつの、やはり国境コントロールが少なくとも移動に関しては緩和
されますので、それによって確実に移動の数が伸びるという大きな影響はあって。ただ、最初に申し
ましたように EU の主だった国がブルガリアからの労働移動に関しては制限を設ける猶予期間を続
けているので、それが一応、あくまで猶予なので一定期間になっていますから、それが外されたとき
にどうなっていくかというのがひとつのポイントかなと思います。それで、もうひとつは EU 加盟
もそうですけれど、体制転換の中で、彼らにとっては社会主義からの体制転換で起こったマイナスの
ことが非常に多いと思われているんですね。でも、唯一よかったというか、プラスになったこととい
うのは自由に国境を行き来できる、社会主義時代は全部コントロールされますので、このことだと。
彼らにとってそれはまさにこういう風に出稼ぎに出たり、国境を越えられたりすること自体が自分た
ちが EU に加盟したということを実感できる、ひとつの大きな機会になっていて、ただ、そのこと
によって先ほどの語りにあったように後から EU に加盟した人間に対しての二級市民的な扱い、見
――
下されるという、自分たちはあくまで使われる側であるという。EU に加盟したあるいはヨーロッパ
の一部であることを実感する機会であると同時に、そこにまた差異化の線が引かれる機会でもあると
いうところはもう少しきちんとみていかなければなあ、というのはあります。
〈富永〉 実は1996年あたりでしたか、ダルエサラームのホテルにブルガリア人の楽団がきていてび
っくりしたことがあります。こんなところまで出稼ぎに来るんだと
〈松前〉 ロマですかね。楽団だったらロマかもしれない。
〈富永〉 いや、顔つきは完全に白人でした。
〈松前〉 あら、違いますか。
〈富永〉 それに現代音楽をやっていた。オランダに行った時に気づいたんですが、売春宿の女性には
東欧系の人が多い・・・。
〈松前〉 そうですね。実際にインタビューする人たちがってことではないのですけれど、噂としては
やっぱりそういう…。
〈富永〉 人身売買。
〈松前〉 はい。あと、性産業にというのはあるにはありますけれども。
〈富永〉 それから、女性の出稼ぎを可能としている状況として、ブルガリアの伝統的な社会構造、つ
まり拡大家族といった家族形態が関係してはいませんか社会主義時代に変化したのか、しなかった
のか。
〈松前〉 そうですね。今までの指摘であるのは、いわゆる三世代同居が伝統的に行われてきて、社会
主義の当初というのは少なくとも理念的には個人化をしていく部分もあるので、そうしたものを守る
というか保護するというのは社会主義政権にはまったくなかったはずなのですけれども、途中で申し
ました、女性が賃金労働に従事するためには結局、保育であるとかそういった設備が全く足りていな
くて、祖父母に頼らざるを得ないという、現実的な対応として家族が守られたのだというような分析
というのがいまのところは出ています。ただ、それでいいのかということはもう一度検討する余地は
ありますし。
〈富永〉 それから、今アフリカでも問題になっている頭脳流出という現象が、ブルガリアでも起きて
いますか
〈松前〉 そういった問題はあります。村の移動を追っているかぎりは余りないのですけれども、最初
にお話しした全体の移動の数の中にはやはりそうした高学歴の移動、留学からそのまま居ついてしま
うというのが多々あるので、そうしたことは問題で、実はちょっと引用したブルガリア政府の戦略と
いうのがやはり流出が続くとこのままでは国として成り立たなくなってしまうということも含めてそ
こをどう戦略的にやっていくかというところがあったものですから、その流出も問題ですし、大規模
な流出も問題ですね。
〈富永〉 ただね、頭脳流出というのは悪い面ばかりではなくて、あの人が海外に行ってあんなに成功
したのだからと非常に頑張る人がでてくるという効果も指摘されているので、マイナスにとられるこ
とはないのかもしれませんね。
〈杉井〉 戻ってきているようですから。いったん出た人が。
――
〈八木〉 他には、質問いかがでしょうか。
〈工藤〉 土地感覚みたいなところを教えていただきたいのですけれども。出稼ぎというこの事例なん
かをみていると、親戚とか家族に紹介されてするというふうに想像するのですが、エージェントとか
そういうのも見られるようなので、どのように出稼ぎ者が外にでているのか、求人情報といいます
か、そういったセクターがあるのかというところが気になっています。
〈松前〉 そうですね。必ずしも知人の伝手とか、そういうネットワークだけではなくて、今は途中で
言ったようにインターネットでやっていくのですけれども、昔はテレビなんかでなんというのでしょ
うか、こう、下の方に文字で出て、広告として「うちはこういうのを仲介していますよ」という宣伝
を見ていったんだというような人もいるんですけれども、一方で実のところはやはり、親戚にしても
同じ村の人にしても「あの人も同じく出稼ぎに行っている」のだからというところはかなり肯定的
に、「あの人にできるのだから私にもできる」というところをうんでいるので、直接的な職の斡旋に
つながらなくとも、近隣であるいは親族の中に出稼ぎ者が出ているというのは、後押しする、国境を
越えることから想像するような、なんというか壁を下げるような働きはしているのだろうなと思って
います。そのあたりは十分に触れられなかったのですけれども、出稼ぎから帰ってきた後に、仕事の
話とか、雇い主にどんなに評価されているか、どんなに信頼されているかということと、あと、どれ
だけお金をもらえるかというのをみんな全部話す、話をそのまま信じてはいけないと言われる人もい
ますけれど、「あいつの話は半分に聞いておけ」とか言われるのですけれども、出稼ぎに行った人が
話をして、みんな一生懸命聞いて伝聞方式で「あの人はあそこに行ってどのくらい稼いだらしい」と
か、そういうことが伝わってくなかで、出稼ぎに関しての、特に女性に関しての出稼ぎの壁というの
は低くなっていくというのもあると。
〈富永〉 言葉の壁はあるのでしょうか
〈松前〉 本来であればそこが一番の問題になるはずなのですけれども、全然できずに。できなくて行
きます。
〈富永〉 労働者はいいけれど、ケア労働だとコミュニケーションが必要ですよね。
〈松前〉 基本的には村なので高等教育までは受けていなくても、いわゆる中等教育まで終わっている
人。村の中では決して教育としては低くない人たちがやはりケア労働とか。
〈富永〉 英語ができるってこと
〈松前〉 できないです。英語ができるとは限らないのですけれども、日本でいう中高くらいにフラン
ス語とか、ロシア語だとあまり役に立たないのですけれども、外国語は少しやったことはあるという
感じですね。
〈富永〉 出稼ぎでもらう給料について、お聞きしてもいいですか
〈松前〉 すみません。具体的なところをなにも言っていなかったですね。今までは出稼ぎというのは
南欧に、ギリシャとかスペイン、イタリアといったところが多かったのですが、なにせ今、いずれの
国も大変な経済危機なので北に上がっていて、フランスだとかオランダだとかになっているのです
が。なので、少し北も含めてなのですけれど、ケア労働だと一般的に一か月1000ユーロくらい。だ
いたいですね。1000ユーロというと今円高だから、10万円くらいでしょうか。ブルガリアで公務員
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として働いて、一か月働いて、良くてそうですね、2、300ユーロ。向こうで生活費として、多少支
出をしたとしても、特に住み込みなんかで女性が出稼ぎした場合は、住居費もいらなければ、食費も
余ったもの食べたりしていますので、そうするかなりの金額を貯められるということはありますね。
〈富永〉 ブルガリアはユーロに変わったのですか
〈松前〉 いえ、まだです。
〈富永〉 ということは、持ち帰った給料は国庫に入るわけでしょう。換金して。
〈松前〉 ユーロ自体はそうですね。
〈富永〉 そうすると国としてはすごいメリットよね。
〈松前〉 それこそフィリピンみたいに。
〈八木〉 なるほどね。国策として。
〈松前〉 そうですね。今のところ季節労働に関してのエージェントの売りは、エージェントがもちろ
ん仲介料を取るというためでもあるのですけれども、ブルガリアの会社を通して支払われるので、フ
ランスやベルギーで働いても、ブルガリアに税金も納めますよという、そういう形になっていて、そ
こも多分あるのだと思いますけれども、そこを大々的に宣伝しています。
〈八木〉 他には、いかがでしょうか。
〈伊藤〉 出稼ぎへ行って、社会問題でもあるのですけれど実際は嫁として売られていたというケース
はあったりするんですけれどそういったことは。
〈松前〉 そうですね。人身売買としてっていうとそこはまだわたしも追及が足りなあと思いスルーし
てしまったのですけれど。人身売買ではないんですけれど、こういうところに出稼ぎへ行った女性た
ちにインタビューすると、女性が単身で出稼ぎに行くと、あちらの方と結局恋愛関係になって結婚し
て、こっちで離婚するとか、あちらで同じように出稼ぎに来ているブルガリアの男性と知り合ってそ
こで恋愛関係になって離婚にいたるとか、とにかく女性にしろ男性にしろ、単身で出稼ぎに出た人た
ちはほとんど離婚すると語るのですが、わたしがインタビューする人は少なくとも、最初に例を出し
た A さんという人はもともともう破綻状態で行って、今離婚してますけれども、その人以外は離婚
していないっていう不思議な現象があって、「じゃあ、だれが離婚したの」と聞くと、「いや、この村
の人じゃない」とか言われるんですが、そのあたりがちょっとまだ突き詰められていない部分なので
すが。
〈富永〉 離婚は合法なの。
〈松前〉 そうです。ただ、ヨーロッパは割とどこでもそうだと思うのですが、手続きが煩雑なので、
なかなか…。ただ、さっきの関連でいえばブルガリアの人が流出しすぎてしまって、今度は中国人を
農作業員としてブルガリアに入れる計画があるという。
〈八木〉 玉突き状態ですね。
〈松前〉 ベトナムからも一時期、社会主義時代は実はベトナムからブルガリアに来ていたんですが、
また来てくれないかとかいう話があるんです。
〈豊山亜季（国立民族学博物館外来研究員）〉 彼女たちは労働で西側に行くことで下の世代への教育、
次世代への教育者のために、例えば教育への期待だったりとか。ブルガリア国内においてなんらかの
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不安があり、教育も含めて国外へ行くのか、そういう願望もあったりするかのと。
〈松前〉 そこもとても大事なところだと思うのですが、もちろん人にもよるのですが、現時点で出稼
ぎに出ている中高年の人たちというのは、あくまで出稼ぎで、移住を向こうにしようという意思はあ
まりなくて、そういうことを含めてブルガリアの国内に投資をする。しかも、先ほどのお給料を含め
て物価格差を利用して、結局あちらで稼いでブルガリアに投資をするということのメリットを非常に
意識しているので、子供たちについても西側で教育を受けさせられたら受けさせたいのかもしれない
けれど、そこまでの稼ぎはないので、そうなると子供たちに買い与えるアパートとか、まあ、アパー
トの部屋ですけれど。アパート一個じゃないですけれども。それはブルガリアの国内。しかも、村じ
ゃなくて、都市とかそういうことになりますね。村のように自分たちと同じように過ごしてほしいわ
けではなくて、都市に家を確保するという。
〈八木〉 まだまだ続きそうなのですけれど、続きは懇親会の席で…。
〈松前〉 すみません。喋りすぎちゃって。
〈八木〉 いえいえ、私もいろいろ聞きたいことがありますが、あとでゆっくりお聞きしたいと思いま
す。今日は本当に有難うございました。
